
第１号議案　令和４年度　事業報告

１　令和３年度総会　　

　　コロナ禍の影響により、書面による総会として全会員に総会資料を送付、第1号議案から

　　第4号議案まで、質問・意見は無く、承認を得たものとしてホームページに掲載した。

　　　　第１号議案　　令和３年度事業報告

　　　　第２号議案　　令和３年度決算報告・特別会計決算報告及び監査報告

　　　　第３号議案　　令和４年度事業計画(案)

　　　　第４号議案　　令和4年度予算計画(案)・特別予算計画

※ ２　現地見学会　１０月７日(金)　　４５名参加　　　　　　　　　　　　　　

・ （株）輝楽里　　人工光植物工場におけるリーフレタス栽培の取組み　２班で視察

・ 苫東ファーム（株）　　高度環境制御技術によるイチゴ周年生産の取組み　４班で視察

・ 養液栽培用肥料の情勢と今後の供給について　　　OATアグリオ（株）岡所長より情報提供

※ ３　北海道次世代施設園芸フォーラム  2月21日(火)　札幌コンベンションセンター　大ホールC

　テーマ「環境モニタリングの実際と今後目指すもの」　　　　　　　１１６名参加

・ 宮城県における環境モニタリングの取組み　(Web)　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県農業・園芸総合研究所野菜部　　相澤　正樹　様

・ 再生可能エネルギーの利用によるトマト・パプリカの一貫生産・販売～次世代施設園芸導入加速

　化支援事業の導入で復興を加速化～　　　　（株）デ・リーフデ北上　総務部長　阿部　淳一　様

・ トマト10a 100t超えを目指す施設と栽培技術の考え方　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (合)つくばGBソリューション代表   池田　英男　様

・ 環境モニタリングの活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）ダブルエム代表　狩野　 　敦　 様

※ ４　冬季講座 ２０２３　 2月22日(水)　札幌コンベンションセンター　大ホールC  　　１０６名参加

　テーマ「作物の生育を制御する新たな技術～植物生理の理解とバイオスティミュラント・エンドフア　　　　　　　

　　　　　　イトの活用に向けて～」

・ 植物活動の基礎とその制御　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）ダブルエム代表　狩野　 　敦　 様

・注目が集まる農業資材　バイオスティミュラントとは?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本バイオスティミュラント協議会事務長　須藤　　修　様

・ エンドファイトの概要と園芸作物への応用　  福井県立大学生物資源学部教授　仲下　英雄　様

５　会報発行　　　　　　令和４年 6月(21号)　１５０部、　令和5年1月(22号)　２００部

６　人材育成事業　　　対象者 １名　施設園芸新技術セミナー・機器資材展in高知　(干場公貴)

７　運営委員会　　　　 今年度の事業につき、コロナ禍を考慮し随時Webによる意見交換を主に、

　　　　　現地見学会は１０月に、フォーラム・冬季講座は２月開催が承認され、担当別に準備した。

　　　　　フォーラム・冬季講座は当初、対面とリモート収録・配信を行う予定であったが、会場費が

　　　　　高額となることから、会場参集として開催した。

　 ８　会員数　（令和5年３月末現在）

　　　　　　　　　　　　　　正会員（個人）　　 　６６ 名

　　　　　　　　　　　　　　賛助会員（団体）　　１５ 団体

※ は、北海道次世代施設園芸地域展開コンソーシアムの事業
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第２号議案　令和４年度　決算報告(仮) (令和4年4月～令和5年3月)

【収入の部】

費　　　目 予算額（円） 決算額（円） 備考

前年度繰越金 341,142 341,142

会費 300,000 318,000 個人 39口、団体12口

現地見学会参加費 0 0

講演会参加費 0 0

冬季講座２０２３参加費 0 0

補助事業費 0 0

寄付金その他 4 利息

合　　　計 641,142 659,146

【支出の部】

費　　　目 予算額（円） 決算額（円）

現地見学会 10,000 10,150 手土産他

講演会（フォーラム） 35,000 46,900

冬季講座２０２３ 45,000 79,750 講師・役員昼食代他

会報発行費 120,000 112,200 21号、22号　200部

人材育成派遣費 50,000 50,000

総会・活動費 40,000 4,675 総会・運営委員会

年会費 30,000 30,000 日本養液栽培研究会

事務通信費 25,000 34,611 切手代、振込手数料他

消耗品費 20,000 20,132 名刺・封筒・コピー用紙他

事務代行委託費 105,600 105,600 HP保守・管理

予備費 160,542 0

合　　　計 641,142 494,018

監査報告

令和　5年 ４月    日 監事　　谷口　龍治　　印

収入総額  659,146円 - 支出総額 494,018円 = 次期繰越金  165,128円

令和４年度会計の経理状況について、諸帳簿・預金通帳・証拠書類・残高などを監査の結果、いずれも適正

に執行されており、収支決算書のとおり相違ないことをここに報告します。



第３号議案　令和５年度　事業計画(案)

※印は、北海道次世代施設園芸地域展開コンソーシアムの事業

4月 令和４年総会・運営委員会(書面開催)

6月 会報（第23号）発行

8月 ※現地見学会の開催 次世代園芸施設ほか 1回

日本養液栽培研究会大会参加

12月 ※フォーラムの開催 札幌市内 1回

12月 ※冬季講座２０２４の開催 札幌市内 1回

1月 会報（第24号）発行　

5～3月 人材育成事業

運営委員会の開催 都度

第４号議案　令和５年度　予算(案) (令和5年4月～令和6年3月)

【収入の部】 単位：円

費　　　目 前年決算額 予算額 備考

前年度繰越金 341,142 165,128

会費 318,000 320,000 　個人 62名、団体 17、特会

現地見学会 0 0

講演会(フォーラム) 0 0

冬季講座２０２４ 0 0

寄付金その他 4 0

合　　　計 659,146 485,128

【支出の部】 単位：円

費　　　目 前年決算額 予算額 備考

現地見学会 10,150 10,000 役務費

講演会（フォーラム） 46,900 25,000 役務費

冬季講座２０２４ 79,750 35,000 役務費

会報発行費 112,200 120,000 23号、24号

人材育成派遣費 50,000 50,000 夏の学校他

総会・活動費 4,675 20,000 総会・運営委員会

年会費 30,000 30,000 日本養液栽培研究会

事務通信費 34,611 25,000 切手代、振込手数料他

消耗品費 20,132 20,000 名刺、封筒、コピー代他

事務代行委託費 105,600 105,600 HP保守、管理費用

予備費 44,528

次年度繰越金 165,128

合　　　計 659,146 485,128


